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第 7回企画展「『登戸』再発見　―建物と地域から追う登戸研究所―」記録
展示　「登戸」以降の跡地と今でも確認できる登戸研究所の痕跡
椎名　真帆
明治大学平和教育登戸研究所資料館特別嘱託学芸員
はじめに
敗戦に伴う解散直後から，登戸研究所の跡地は様々な用途で活用された。そして，戦後 5年
を経た 1950（昭和 25）年には明治大学がその約半分を購入し，現在に至る。
登戸研究所は敗戦直後に徹底的な証拠隠滅を行ったため，当時の資料はほとんど残っていな
い。そこで，本稿「1.「登戸」以降の跡地」では明治大学に残る書類など僅
わず
かに存在する戦後
の資料をたよりに , この場所にかつて存在した登戸研究所の姿を再現する。また，同「2．今
でも確認できる登戸研究所の痕跡」では，現在の生田キャンパス内に，意外な形でひっそりと
残る登戸研究所の痕跡を追う。
１．「登戸」以降の跡地
（１）登戸研究所の範囲と明治大学以前
登戸研究所の敷地がどれだけの範囲であったのかは現在でも正確にはわかっていない。しか
し，現在の生田キャンパスの周囲で発掘された，陸軍の土地の境界を示す「境界石」から判明
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第 1 図　陸軍の土地を示す「境界石」（資料館撮影）
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第 2 図　登戸研究所の範囲と境界石の位置　（資料館作成）
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第 1 表　終戦直後から現在までの登戸研究所跡地の変遷　（筆者作成）
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したところもある（第 2図）。稲田郷土史会による，当時を知る人たちへの聞き取り調査など
から，登戸研究所の跡地には，現在の明治大学生田キャンパスと，隣接する川崎市立生田中学
校，川崎市立三田小学校，西三田団地などが含まれることがわかっている。現在の明治大学生
田キャンパスは約 5万坪（1）であるが，登戸研究所の広さはその倍以上の約 11 万坪であった（2）。
①慶應義塾大学予科登戸仮校舎と生田中学校
登戸研究所解散直後の跡地は国有地や農地となっ
た（3）。国有地化された部分には，主に，戦災と GHQに
よる接収で授業ができなくなった慶應義塾（以下慶應）
大学日吉校舎の医学部・工学部・法学部（1年次のみ）
の各予科が「登戸仮校舎」として一部移転し，1945（昭
和 20）年 10 月～ 1950（昭和 25）年 3 月の約 4 年半使
用した（4）。
現・明治大学生田キャンパスと谷を挟んで建つ川崎市
立生田中学校は，登戸研究所第四科第一班の工場跡地に
ある。この中学校は，学制改革による最初の新制中学校の一つとして 1947（昭和 22）年 5月
5 日に開校した。同校は陸軍関連施設の跡地を利用した，川崎市多摩区では唯一の中学校であ
る（5）。
②北里研究所
北里研究所は慶應大学予科と同時期に，国有地となった部分の登戸研究所跡地を借用してい
た。明治大学大学史資料センター所蔵資料（No.1773）『川崎生田，元第九陸軍技術研究所跡土
地建物売払関係資料』所収「生田校舎 竝
ならびに
敷地買収計画」，本稿第 5図「元第九陸軍技術研究
所構内建物実測概要書」などはそれを示唆する資料である。また，当館の聞取り調査では，「当
時，ここにあった北里研究所でアルバイトをしていた。小動物を飼育して（北里研究所の）本
部に送っていた」との証言を得ている（6）。
第 4 図
川崎市生田中学校「創立直後
の校舎，内部〔左〕と外観」
（川崎市生田中学校創立 30 周
年記念誌『友愛』（同校記念
誌小委員会編，1977 年）よ
り引用）
第 3 図　慶應義塾大学予科登戸仮校舎
（慶應義塾福沢研究センター提供）
写真の建物は登戸研究所が本館として使用
していた。本稿第 27 図ほかと同じ建物。
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③巴川製紙所
巴川製紙所は，戦時中に陸軍から偽造法幣（偽札）用紙の大量生産のための技術開発を依頼
された企業の一つで，登戸研究所第三科とは密接な関係にあった。戦後も，篠
しのだりょう
田鐐（元登戸研
究所長）が 1948（昭和 23）年に同社の技術顧問として招かれ，その後，第四代社長になるな
ど人的交流が続いた（7）。
登戸研究所跡地に巴川製紙所があったことを表す記録は公式には残っていない。しかし，生
田農業会の記録（「伸びゆく農協」研究会編『川崎市多摩農業協同組合史』（川崎市多摩農業協
同組合，1969 年））p.411「元第九陸軍技術研究所建物配置図」は，慶應大学登戸仮校舎の存在
していた同時期に，元第三科北方班の場所を「巴川製紙」と記している。また，この時期には，
元北方班の倉庫で備蓄された偽札用紙と考えられる大量のロール紙の目撃証言がある（8）。こ
れは，戦時中より登戸研究所関係者と深い結びつきのあった巴川製紙所が，偽札関連資材等の
譲渡や倉庫管理を委託されていた可能性を示唆し，戦後も元登戸研究所員との関係が継続して
いたと推測される。
④その他
明治大学による土地買収直前には，武蔵繊維株式会社が，正門の北側の建物（現・理工学部
側体育館付近）を工場として使用していた（9）。その他，ステンレス工場による建物借用の記
録もあるがこの詳細は不明である。
（２）昭和 23 年の「元第九陸軍技術研究所構内建物実測概要書」
次頁第 5図は，登戸研究所解散以降，明治大学がこの地を購入するまでの間に国有地管理上
の必要から当時の大蔵省が作成したと推測されるもので，1948 年 9 月 10 日現在の跡地の使用
状況を示している。現・明治大学生田キャンパスになっている丘陵地については，南側を慶應
大学，北側を北里研究所と示し，各建物の使用区分，構造種別，平方米，坪数が記録されている。
また，地図上には，旧第三科南方班にあった給水塔の位置に「㊌」，旧第三科北方班の位置に
「プール」，旧弥心神社付近に「浄水場」の各表記，各門の位置を示す記号など付属施設につい
ても記録されている。解散から 3年経過後に作成された資料とはいえ，登戸研究所の規模と施
設を知る上で貴重なものである。
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（３）明治大学に残る用地買収関連資料
明治大学は農学部設置のため，1949（昭和 24）年には
候補地の検討を開始，翌年に現在の生田キャンパスの土
地を購入した。用地取得に関する書類は明治大学にも多
数保管されており，中には，この用地が敗戦時の登戸研
究所の正式名称である第九陸軍技術研究所の土地であっ
たことを明記しているものもある（10）。前掲，『川崎生田，
元第九陸軍技術研究所跡土地建物売払関係資料』所収「東
生田校舎買収の件」（第 6図）では，土地と同時に，100
棟余りの建物，電気・水道などインフラ設備，プール（小
規模な貯水池）を取得しようとしていたことがわかる。
明治大学生田校舎（当時）は，登戸研究所が残した建物，
施設，設備を大いに活用しながら開設された（11）。
（４）図面と資料が示す「登戸」の電気・水道の設備
明治大学が保管している資料には，水道や電気設備の状況がよくわかるものがあり，これら
から登戸研究所の残した設備が推測される。ここでは図面・資料とその特徴を紹介する。
種目 総個数 金額
内訳
種目 個数 単価 金額 摘要
建物 89 棟
5,772 坪
8,493,060 円 鉄筋造
　内
　使用向無きもの
　使用可能のもの
木造瓦葺他
　内
　取壊すもの
　大破，大修理を要するもの
　その他
７棟 380.60 坪
　３棟 34.00 坪
　４棟 346.60 坪
82 棟 5,391.75 坪
　20 棟 886.65 坪
　15 棟 1,201.7 坪
　47 棟 3,303.55 坪
――――
4,500 円
300 円
600 円
1,800 円
1,559,700 円
―――――
1,559,700 円
6,932,260 円※
265,950 円
721,020 円
5,946,390 円 23 世帯居住
大蔵省より元陸軍第九科
〔マ〕
学研究所跡の土地建物附属施設等を
左記の基準を以て買収契約を施行するものとす
土地 31,218 坪 762,450 円 斜面使用出来ぬもの
使用できるもの
3,200.00 坪
29,218.00 坪
10 円
25 円
32,000 円
730,450 円
ヤブ崖地
施設
物件
一切 500,000 円 電動機
貯水池
送水塔
トランス
ガスタン工場
煙突 , 排気塔
送水管
電気設備
その他施設
60 馬力
４池
１基
９ヶ 3,500 キロ
一式
各１
全部
一式
一切
総評価
1,600,000 円
　使用不能
800,000 円
　除去費
300,000 円
不必要物件
大部分
立木 一切 15,000 円
合計 9,770,510 円
第２表　明治大学による登戸研究所跡地の買収予定額
前掲，『川崎市生田，元第九陸軍技術研究所跡土地建物売払関係資料』）所収「東生田校舎買収の件」（12）（第６
図と同名だが別資料）より筆者作成。この原資料は，内容がより詳細で抑えられた金額が算出されているこ
とから，第６図より後に作成されたと思われる。最終的な購入金額は不明。
※ 6,933,360 円の誤りか。
第 6 図 　「東生田校舎買収の件」
（明治大学所蔵）
「元陸軍第九科学研究所跡〔ママ，登戸
研究所のこと〕」の土地，建物 89 棟，
その他施設物件（４つの貯水池，ガス
タンク，送水塔など）を合計 14,500,000
円で購入する予定であったことが読み
取れる。この書類は購入検討初期のも
のと思われる。
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①「第二種自家用電気工作物図面」
明治大学となって 6年が経過した 1956（昭和 31）年に作成の建物の電灯配線図面では，登
戸研究所が残した建物 56 棟分の建物内部の部屋割が確認できる。ここでは，現存する当資料
館建物である 36 棟（登戸研究所第二科使用）および，現存はしないが第一科が怪力電波兵器（く
号兵器）を開発するため大空間設備を設けていた 47 棟の図面を紹介する。
②「配管図」（昭和二十五年四月製図，昭和五十三年二月複写）
第 9図。元登戸研究所第三科北方班に設置された「貯水プール」（図中破線枠内）から，押上
管により南側の「貯水塔」へ揚水し，水が構内へ行き渡るように設計されている。外部水道か
ら水を引き入れた神社付近の貯水槽の設置以前，構内の水の供給をこのプールのみに頼ってい
第 7 図 　「昭和三十一年七月　第二種自家用電気工作物図面第六号図の六　電灯配線図（部分）」36 棟（明治大学所蔵）
電灯配線図には各建物，各部屋への配電図が記載されており，登戸研究所時代の状態に近い構造が読み取れ
る。36〔号〕棟は現在の資料館の建物。現資料館内部と当時の部屋割がほぼ変わっていないことがわかる。
現存する暗室のクランク式入口の構造は省略されている。
第 8 図 　「昭和三十一年七月　第二種自家用電気工作物図面第六号図の二　電灯配線図（部分）」47 棟（明治大学所蔵）
47〔号〕棟は大電力の必要な「く号兵器」の開発に使用された建物。そのためには広い空間を必要とした。後年，
明治大学はこの建物を教室および講堂として使用した。
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た頃の名残であるとも考えられる。
第 9 図 　「配管図」（明治大学所蔵）　筆者一部加筆。
明治大学による用地買収直前の1950（昭和25）年4月に製図されたものの写し。縦横に走る線が水道管を示す。
旧第三科北方班のプールから押上管が南側の「貯水塔」にのびていることがわかる。
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③揚水ポンプと地下水に関する記録
1949（昭和 24）年頃に作成された生田校舎用地買収時の調書（大学史資料センター所蔵資
料（No.1815）『生田敷地建物買収関係書類他』所収「在登戸地区視察記録」）には「六寸〔約
18cm〕の鉄管により三〇〇尺〔約 100m〕下の地下水を三十馬力の揚水ポンプにて縦十間横九
間深さ二間〔=容積約 10,500㎥〕の鉄筋コンクリート暗
あんきょ
渠式貯水槽揚水す」とある。この設備
は登戸研究所が地下水を利用するために設置した可能性が考えられる。この暗渠式貯水槽は本
稿 2.-(2)- ④で取り上げる，現在の旧弥心神社付近の「防火水そう」を指す，という説もある。
（５）建物の名称
明治大学による研究所跡地購入以前の資料である本稿第 5図と，『明治大学百年史』第四巻　
通史編Ⅱp.569「昭和二六年　生田校舎配置図」などに見える建物の号棟番号が異なることか
ら，明治大学は登戸研究所跡地を生田校舎として使用するにあたって各建物に新たに付番した
ものと思われる。
なお，当時，登戸研究所が各建物をどのように呼称していたかは不明である。
（６）旧登戸研究所建物の使用用途の変遷
ここでは，元関係者による証言や現存する資料をもとに，
①登戸研究所時代（1944（昭和 19）年頃）
②慶應大学予科登戸仮校舎時代（1948（昭和 23）年）
③明治大学生田校舎設置直後（1951（昭和 26）年頃）
の各年代における登戸研究所とその後の建物用途について比較する。
この比較により，例えば，登戸研究所時代に研究室として設置された建物が，その後慶應大
学，明治大学となっても引き続き研究室として使用されるなど，建物本来の用途が引き継がれ
ていったことがわかる。
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第 10 図
①登戸研究所時代　1944（昭和 19）年
←至　東生田（現  生田） 小田急線 至　稲田登戸（現 向ヶ丘遊園）→
N
劇薬倉庫
試抄用丸網・
長網抄紙工場
長網抄紙工場
倉庫 倉庫
生物研究室
ボイラー室
貯水用
プール
( 埋設 )
プール
守衛室
正門
本館
酒保・
車庫
武道館・
青年学校
倉庫
設計・事務
機械・組立工場
（ロケットなど）
組立工場
機械工場（アルミ・
消音ピストルなど）
鋳物工場
木工場
生物化学兵器研究室
（枯葉剤など )
（現 資料館建物）
庶務
写真関係研究室
く号兵器
研究室
機械工場
倉庫
凹版印刷・乾燥室
インク室
インク室・イリス印刷機・
庶務・凹版印刷機・製版・
ザンメル印刷機
ナンバリング・
凸版印刷機・検査室
庶務
庶務
爆弾工場
第一科
第二科
第四科
第三科
その他・使用部署不明
板塀
写真室
爆弾工場
陸軍登戸研究所時代の建物用途
〔1944( 昭和 19) 年頃〕
※渡辺賢二氏による聞取り調査ほかより資料館作成
鉄筋コンクリート造建物
化学研究室
冷温室
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第 11 図　
②慶應大学予科登戸仮校舎時代　1948（昭和 23）年
←至　東生田（現  生田） 小田急線 至　稲田登戸（現 向ヶ丘遊園）→
薬品庫
旧工場
旧工場
空倉庫 空倉庫
旧研究室
（→武蔵繊維工場）
ボイラー室
プール
守衛所
正門
教室・事務室
旧道場
学生寮
倉庫
旧工作室 教室
教室
旧工場
卓球部 教室
物置化学教室
旧第一科
旧第二科
旧第四科
旧第三科
その他・旧使用部署不明
教室
火薬庫 油倉庫
旧火薬庫
倉庫
寮
ガレージ
機関室 旧研究室
倉庫
倉庫
畜舎
畜舎
住宅
事務室
住宅
薬品庫
揚水ポンプ室
畜舎
倉庫
旧浴場
旧炊事場
旧工場
×
×
空小屋
住宅
ボイラー室
倉庫
学生寮
×
学生ホール
物理教室
喫茶室
倉庫
物置
物置
ガレージ
物理教室
住宅
住宅
機械室
空小屋
教室
寮事務室
空小屋 住宅
旧車庫
教室
空小屋
教室
教室
×
×
倉庫住宅
教室
標本室
住宅物置
実験室
空小屋
教室・倉庫
住宅
×
川
　　
崎
　　
市
　　
立
　　
生
　　
田
　　
中
　　
学
　　
校
引
　揚
　者
　寮
農　業　会　用　地
×
×
×
×
×
×
×
ガレージ
火薬庫
北里研究所
慶應大学
× … 調査時に取りこわされていたもの
鉄筋コンクリート造建物
浄水場
門
門
：
：
：
生物教室
（現 資料館建物）
北里研究所
動物飼育小屋エリア
（一説）
N
慶應大学予科時代の建物用途
〔1948( 昭和 23) 年頃〕
※「元第九陸軍技術研究所構内建物
      実測概要書」ほかより資料館作成
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第 12 図　
③明治大学生田校舎設置直後　1951（昭和 26）年
←至　東生田（現  生田） 小田急線 至　稲田登戸（現 向ヶ丘遊園）→
旧第一科
旧第二科
旧第四科
旧第三科
その他・旧使用部署不明
× … 調査時に取りこわされていたもの
鉄筋コンクリート造建物
倉庫
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空屋
教室・実験室
合宿所・道場
プール
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事務室・図書室
体育教員室・
学生控室
学生寮
×
教室及講堂 畜舎
教室
学生脱衣室兼物置
研究室学生寮
実験室・教室
教室
研究室
温室
住宅
農場事務室
住宅
倉庫
門衛所 合宿所
×
×
食堂
住宅・倉庫
物置
学生寮
×
→建替
大工小屋
教室石炭置き場
豚舎
研究室
本部小使室
研究室 住宅
×
学生部室・教室
×
×
研究室
（現 資料館建物）
住宅
物置
住宅
研究室
実験室
住宅
×
川
　　
崎
　　
市
　　
立
　　
生
　　
田
　　
中
　　
学
　　
校
×
×
×
×
×
×
×
空屋
プール
：
×
×
×
×
農業倉庫
×
出版部販売店
×
×
×
×
×××
×
×
×
N
明治大学農学部設置直後の
建物用途
〔1951( 昭和 26) 年頃〕
※『明治大学百年史』ほかより資料館作成
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（７）生田キャンパスのうつり変り
明治大学では，登戸研究所が使用した建物を活用していたため，大学構内はその名残をしば
らくとどめていた。現在の様子と照らし合わせながら，大学関係者が保管していた，キャンパ
ス内で見慣れた場所の昔の写真（1950 年代～ 2007 年撮影）を紹介する。
第 13 図　
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第 14 図
第 13 図対応番号⑨
第一校舎１号館から資料館
方向の眺め
（𠮷﨑一郎氏撮影，資料館
所蔵）
1966（昭和 41）年撮影。
中央左寄りには現存する貯
水池が，左端には屋根が設
置されていた頃の資料館建
物が確認できる。
第 15 図
同①　旧・弥心神社
（角田益信氏撮影，稲田郷
土史会提供）
1994（平成 6）年撮影。
第 16 図
空撮写真
（撮影者不詳，明治大学所
蔵）
1954（昭和 29）年頃撮影。
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第 17 図
同④　正門
（撮影者不詳，明治大学所
蔵）
1950 年代撮影。
第 18 図
同②　現・中央校舎付近，旧
1 号館
（𠮷﨑一郎氏撮影，資料館
所蔵）
1966（昭和 41）年撮影。
第 19 図 　同③　旧・本館　（𠮷﨑一郎氏撮影，資料館所蔵）
1966（昭和 41）年撮影。明治大学になってからは 7号館と呼ばれ，図書館などとして使用された。背後に
ヒマラヤ杉が見える。南側より撮影。
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第 20 図
同③　旧・本館
（木下健蔵氏撮影・提供）
1990（平成２）年撮影。
第 21 図
同③・⑤間　旧・武道場
（𠮷﨑一郎氏撮影，資料館
所蔵）
1966（昭和 41）年撮影。
登戸研究所時代には青年学
校の授業も行われた。
第 22 図
同⑧　旧・5 号棟
（撮影者不詳）
2007（平成 19）年撮影。
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第 23 図
同⑪　現・資料館
（𠮷﨑一郎氏撮影，資料館
所蔵）
1966（昭和 41）年頃撮影。
明治大学により屋上に屋根
が設置されていた時期のも
の。南側より撮影。
第 24 図
同⑪　現・資料館付近
（𠮷﨑一郎氏撮影，資料館
所蔵）
1966 年撮影。右・南圃場，
奥・第一校舎 1 号館。中
央の二棟の建物は手前は住
居，奥が倉庫として使用さ
れていた。南側より撮影。
第 25 図
同⑧　旧・5 号棟
（𠮷﨑一郎氏撮影，資料館
所蔵）
1966 年撮影。
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第 26 図
同③　旧・本館
（𠮷﨑一郎氏撮影，資料館
所蔵）
1966（昭和 41）年撮影。
車寄せ奥の看板に「図書館
生田分室」の文字が見える。
第 27 図
同③　旧・本館
（撮影者不詳，明治大学所
蔵）
1950 年代撮影。（プライバ
シー保護のため筆者写真一
部加工。）
第 28 図
同⑤　現・図書館前の通り
（撮影者不詳，明治大学所
蔵）
1965（昭和 40）年頃撮影。
工学部校舎完成直後の様
子。
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第 29 図
同⑥　旧・47 号棟
（角田益信氏撮影，稲田郷
土史会提供）
1988（昭和 63）年撮影。
登戸研究所時代には大電力
が必要な「く号兵器」の開
発に使用された建物。内部
の空間が大きく取られてい
た。
第 30 図
同⑦　旧・26 号棟
（角田益信氏撮影，稲田郷
土史会提供）
1994（平成６）年撮影。
第 31 図
同⑧・⑫付近　旧・5 号棟と
旧・44 号棟
（撮影者不詳，明治大学所
蔵）
1990 年代撮影。新旧の建
物が共存している様子がわ
かる。
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第 32 図
同⑩　倉庫跡
（𠮷﨑一郎氏撮影，資料館
所蔵）
1966（昭和 41）年撮影。
第 33 図
同⑪　現・資料館付近
（撮影者不詳，資料館所蔵）
撮影年不詳。（プライバシー保護のため筆者写真一部
加工。）
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２．今でも確認できる登戸研究所の痕跡
（この章，撮影者表示のない写真は全て資料館撮影）
（１）生田キャンパスに残る「登戸」の痕跡
当館では生田キャンパス内の登戸研究所関連史跡（動物慰霊碑，旧弥心神社など計 8か所）
に表示を掲出しているが，そのほかにも登戸研究所の痕跡が確認できる。
①登戸研究所時代のプール（貯水池）
第 34 図。当館の向いに現存する貯水池は
登戸研究所時代から残っているものである。
明治大学の購入時にも貯水池は合計 4ヶ所が
含まれていた。以前は深さが 2m程度あり，
夏には泳ぐことも出来た。
登戸研究所解散直後にはこのような貯水池
にも証拠隠滅作業として兵器などが投げ込ま
れたとも言われている。
②偽札運搬用道路跡とバイク坂
登戸研究所第三科では，大量の偽札を研究所内で製造し，直接ここから中国へ向けて運び出
した。そのため，偽札を積載した重量のあるトラックが走行できるよう，敷地内には道路が整
備された。その名残が図書館と中央校舎の間の道と，旧弥心神社付近から西門へ繋がる，通称
「バイク坂」である（13）。これは敗戦直後撮影の航空写真と比較しても現在と変わらない道筋を
第 34 図
バイク坂 偽札運搬用軍用道路跡
第一校舎１号館
中央
校舎
資料館
現在は途切れ
ている部分
図
書
館
=戦時中の偽札運搬ルート
偽札用トラック車庫
（現存しない）　　　　
第 35 図 　偽札運搬用軍用道路跡とバイク坂　（資料館作成）
現在の第一校舎１号館周辺は，登戸研究所時代には偽札印刷を担当した第三科南方班があり，運搬を待つ偽
札の倉庫があった。トラックの車庫は坂を下りきったところにあった（文末脚注 13 参照）。
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示している。また，この道路上に立つと，南から北に向かって緩やかに低くなっている土地の
特徴がよくわかる。
③防火水槽
登戸研究所時代の建物には，消火設備として，
コンクリート製の土管を輪切りにしたような
「防火水槽」が設置されていた。火災の際には，
ここに貯めてあった水を掬
すく
って消火する態勢で
あった。
当館の入り口横には当時の姿のまま埋設され
ているものが見られる（第 36 図）。大きさは，
直径約 150㎝，地上部高さ約 30cmである。
他に，中央校舎北側に移設されて花壇として
再利用されているもの，ヒマラヤ杉並木と図書館の間の林の中に上部を覆われているものがそ
れぞれ残っており，現在では併せて 3点が確認できる。
④旧本館跡（ヒマラヤ杉一帯）の植込み
登戸研究所の面影を最も残していると言われ
るのが旧本館前のヒマラヤ杉の並木一帯であ
る。ヒマラヤ杉自体が戦前から残るものである
が，その足元の円形の植込みは，登戸研究所本
館の車寄せのロータリーの跡である（第 37 図）。
（２） 元勤務員と巡る北方班跡地と給水システム
岸井三治氏は国民学校高等科卒業後すぐに，1944（昭和 19）年 4月に少年工員として 14 歳
で登戸研究所で働き始めた。所内の青年学校で 2ヶ月ほど教育を受けた後，第三科北方班に配
属された。当時まだ新しかった工場で大型抄紙機を使用し，敗戦までの 1年半，偽札用紙の製
造に携わった。
2016 年 4 月，筆者は岸井氏と現在のキャンパスを巡りながら当時の様子をうかがった。岸
井氏は，戦後も元第三科科長の山本憲蔵と交流があったため，登戸研究所勤務時には知りえな
かった事実も山本から聞いていた。
第 36 図
第 37 図
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①第三科北方班の配置
第三科北方班の場所
は現在の理工学部側，
第二校舎 D 館付近に
あたる。岸井氏は登戸
研究所での抄紙の経験
を買われ，戦後は民間
で製紙業に携わったこ
ともあり，当時の北方
班の製紙技術や工場，
機械の様子などを第 38 図のように克明に記憶していた。
②天窓のある木造の建物
岸井氏によれば，新抄紙工場の屋根にも，第 39 図の建物のような天窓（点線枠内）が設置
されていた。1947（昭和 22）年米軍撮影の航空写真にもこの天窓がくっきりと撮影されている。
③抄紙工場の内部
旧抄紙工場は岸井氏が勤務を開始した 1944（昭和 19）年には既にあまり使用されておらず，
もっぱら試抄のみに使用されていた。岸井氏が新工場で抄いていたのは「漉
す
かし」がなく，絹
繊維の線が入った用紙であった。偽札用紙の原料は本物に近づけるため当初はボロなどを使用
していたが，「香港紙」（14）と呼ばれるものが原料として代用できるようになってからはボロを
中央
校舎
資料館
D館
第二校舎エリア
×××××××　鉄　条　網　×××××××扉 扉
ボイラー
室
６４　新抄紙工場
（航空写真では 1941 年には設置済）
７２
６５　旧抄紙工場
６０　用紙倉庫 ５９　資材倉庫
薬品庫
７３
プール
〔貯水池〕
（抄紙用に設置）
第 38 図　岸井三治氏による第三科北方班の建物レイアウト
（資料館作成）
このエリアは，南側が鉄条網で仕切られ，東西 2箇所の扉が設けられていた。
建物の付番は第５図と対応。
第 39 図 　天窓のある木造の建物
（撮影者不詳，明治大学所蔵）
1953（昭和 28）年撮影。点線枠は筆者記入。
第 40 図　1947 年米軍撮影航空写真（一部，北方班の部分）
（国土地理院所蔵）
中央の横長の建物が新抄紙工場。屋根上にミシン目
状に見えるのが天窓。
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使用しなくなった。
（第 41 図 , 第 42 図共に岸井氏の証言を元に資料館作成）
④給水システムと消火栓の秘密
登戸研究所第三科北方班では，抄紙を行うため大量の水が必要であった。そのため，緩やか
に高くなっている研究所南側に給水塔を設置し，そこから高低差によって，低くなっている北
方班側や敷地内全域に給水しやすくしたようである。岸井氏によれば，偽札の紙の製造は極秘
とされていたため，敷地の南北を縦断する大規模な給水設備は，偽札製紙という本来の目的を
第 42 図 　旧製紙工場１階内部
岸井氏によれば，偽札用紙製
造開始当初は主要な抄紙工場
だったが，新工場が出来てか
らは試抄が必要なときにのみ
使用された。２階は漉かしの
ための彫金・彫刻室。
丸網抄紙機
長網抄紙機
倉庫ビーター平釡
1 階
2階
）上口入（  
中 2階
（1 階ドレナー上に設置）
コーティング
長網抄紙機
ドライヤー
スーパー
カレンダー
マシン
 口
入 ボロ
破砕機
原料ボロの
選別班
原料を直接投入する穴
地球釡
一階の地球釡に
( 左
 粗目ビーター・初期紙料製造
)
( 右
 紙料調整・滲み防止剤配合用
)
( 中二階のビーターから直接原料が流し込まれる
)
管理職席
ビーター
ドレナー
第 41 図 　1944 年頃の新抄紙工場内部
一見平屋に見える工場は一部，中２階と
２階があり，それぞれが，ドレナー（ビー
ターの中身を受けるもの）の真上と地球
釜の真上にあった。
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隠すために，表向きは配管に沿った消火栓の整備という名目で整えられたという。（登戸研究
所時代の消火栓は，図書館前と食堂館前に 2点
現存している。）
また，登校路門を上った先，旧弥心神社手前
のフェンスで囲まれた「防火水そう」の表示が
ある場所には，登戸研究所が設置した，外部か
ら引き込んだ水を貯めておく地下タンクがあっ
た（第 43 図）。現在でも大きな鉄板の覆いとそ
こから管が出ている様子は登戸研究所時代の面
影が感じられる。
さらに，登戸研究所設置の翌年の 1938（昭
和 13）年には，生田浄水場（現・生田配水地）が近隣に開設された。同浄水場が登戸研究所
へ送水していた（15）と考えると，所内の設備に加え，所外においても登戸研究所では大量の水
の使用を可能にする設備を整えていたことがわかる。
（３）稲田郷土史会の調査 - 複数の「境界石」
登戸研究所保存の会や稲田郷土史会は，当館開館以前から登戸研究所の史跡について調査を
してきた。キャンパスの外にはそれらしきものはほとんど残っていないながらも，稲田郷土史
会による調査から，「境界石」が周囲にいくつか残っていることがわかった。ここでは同会に
よる 2009（平成 21）年の調査記録を紹介する。
第 43 図
円形の看板に「防火水そう」の文字がうっすらと見
える。
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第 44 図　稲田郷土史会　陸軍登戸研究所「境界石」調査記録（稲田郷土史会所蔵）
現在ではこれらの境界石は 3点とも一般には非公開。
（プライバシー保護のため筆者一部加工。）
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〔注〕
（１）明治大学公式ウェブサイト＜https://www.meiji.ac.jp/koho/disclosure/facilities/6t5h7p0000014faj-att/6t5h7p00000c6hs4.
pdf＞ 2017年２月最終閲覧。2016年５月１日現在の正確な生田キャンパスの広さは51,374.27坪（169,832.31㎡）。
（２）『慶応義塾百年史』中巻（後）（慶応義塾，1964 年）p.1052, および斎藤充功『謀略戦―ドキュメント陸軍登戸研究
所』（時事通信社，1987 年）p.4。
（３）昭和 20 年８月 28 日「戦争終結ニ伴フ国有財産ノ処分ニ関スル件」が閣議決定され，陸海軍所属の土地，兵舎そ
の他の施設等の国有財産は速やかに大蔵省に引継ぐことが定められた。その活用については食糧増産，民生安定
と財政上の財源を目的とした。戦後の食糧難への対応等のため，登戸研究所跡地も「一部は農業会を経て生田農
協の管理下におかれ，払い下げられた」（「伸びゆく農協」研究会編『川崎市多摩農業協同組合史』（川崎市多摩農業
協同組合，1969 年），p.349）。また大蔵省財政史室編『昭和財政史―終戦から講話まで―』第９巻（東洋経済新報社，
1976 年）pp.61-66，68 によれば，敗戦後の連合軍司令部による，賠償物件となりうるもの，特に機械類を確保す
ることを趣旨とした覚書「日本の航空機工場，工廠及び研究所の管理，統制，保守に関する件」（Custody,Control
andProtectiveMaintenanceofJapaneseAircraft,Plants,ArsenalsandLaboratories,20/1/1946(ESS)SCAPIN
629.　国会図書館蔵）および，同日の工場指定において，航空機工場，陸海軍工廠，研究所等 389 工場が示され，
日本政府は賠償として取り立てられるまでこれら工場の機械類を完全な状態で保守管理を課された。後に追加が
なされ，昭和 21 年 10 月 11 日の第二次指定改正時には，政府が直接保守管理する計 127 の工廠，研究所のひとつ
として登戸研究所（長野県へ疎開した中沢分室関係施設を含む）も含まれている。元関係者らの証言では敗戦直
後に機械類もことごとく証拠隠滅されたため，登戸研究所跡地にはどれだけの機械類が残っていたかについては
疑問が残るが，農地として払い下げられた部分以外は，建前上では登戸研究所跡地は国の厳しい管理下にあった
ことになる。登戸研究所跡地の利用については，海野福寿・山田朗・渡辺賢二『陸軍登戸研究所　隠蔽された謀
略秘密兵器開発』（青木書店，2003 年）pp.11-18 を併せて参照されたい。
（４）前掲，『慶応義塾百年史』中巻（後）pp.1052-1054, 別巻（大学編）（1962 年）pp.16，64, などに登戸仮校舎につい
て記載が見られる。また，明治大学大学史資料センター所蔵『生田敷地建物買収関係書類他』（No.1815）所収「東
生田処理財産取得交渉報告」には，1949（昭和 24）年 10 月 26 日までに慶應は大部分が転居しているとある。
（５）『友愛　川崎市立生田中学校創立 30 周年記念誌』（川崎市立生田中学校，1977 年）pp.17-19，103。他に陸軍の施
設跡地を利用した中学校として，隣接する宮前区では同年同月同日に旧陸軍東部 62 部隊将校集会所を校舎として
川崎市立宮崎中学校が開校している。
（６）松野邦好氏証言（資料館聞取り，2014 年 11 月 19 日）。松野氏は登戸研究所跡地の近隣（現・川崎市多摩区生田）
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在住（聞取り当時）。学生時代の 1946（昭和 21）年春から，登戸研究所跡地にあった北里研究所でアルバイトとして，
ハツカネズミ，マウス，ニワトリ，ウサギ，（数は少なかったが）馬，牛の飼育を手伝っていた。また，文献資料
は無いものの，昭和 23，24 年頃登戸に小動物の繁殖小屋と牧草地があったとする，当時在籍していた北里研究所
の元職員の証言が伝わっており（2016 年 10 月 27 日の筆者の問合せに対し，同 31 日，北里研究所北里柴三郎記
念室より回答），松野氏の証言と一致する。
（７）株式会社巴川製紙所社史編集委員会編『巴川製紙 90 年史』（巴川製紙所，2006 年）pp.66，109-110，489-498。
（８）前掲，松野邦好氏証言。「戦後，北方班跡は資材置き場になっていた。二階建ての倉庫跡の中にはロール紙が残っ
ていた。」
（９）武蔵繊維株式会社の存在については複数の登戸研究所関係者の証言があり，前掲，『生田敷地建物買収関係書類他』
所収「生田校舎計画」をはじめとした大学保管の資料にも名前が見られる。
（10）明治大学大学史資料センター所蔵資料（No.1773）『川崎生田，元第九陸軍技術研究所跡土地建物売払関係資料』
所収「元第九陸軍技術研究所要図 2000 分の 1」など。
（11）前掲，『生田敷地建物買収関係書類他』所収「第一　校舎候補地」の「新校舎予定地の概要」という項目に「電気
水道の設備完全にして，農学部としての実験実習に役立ち，更に旧陸軍技術研究所時代の研究設備が尚ほ残置し
て居る。」とある。都心から若干の不便さを考慮しても，登戸研究所の設備をほぼそのまま使用できることが大き
な利点とされていたことがわかる。
（12）この資料は海野福寿・山田朗・渡辺賢二『陸軍登戸研究所―隠蔽された謀略秘密兵器開発』（青木書店，2003 年）
p.15 でも紹介されているが，ここでは原資料をもとに一部修正した。
（13）渡辺賢二氏聞取りによる，「三科会」（元登戸研究所第三科勤務員らの会）での関係者の証言。他に，登戸研究所
は偽札運搬用にディーゼルトラックを持っていた，トラックが第三科南方班へ出入りする際は車体ごと南方班の
板塀の内側へ入っていった，トラックの車庫は現・バイク坂を下ったところにあった（第 35 図参照），トラック
には雨に備えて幌が付いていた，などの証言を得ている。
（14）岸井氏によれば，香港紙とは香港で接収された紙で，アルファベットのステンシルのある木箱に収められ，厳重
に梱包されていた。本物の法幣の成分に近かったためか，登戸研究所では，他には何も混ぜられずに偽造法幣の
紙料として使用された。
（15）偽札製造の責任者，第三科科長山本憲蔵夫人の山本政江氏の証言によれば，（憲蔵は）「あそこ〔登戸研究所〕は
お水がないんで，向こう側の山〔1938（昭和 13）年開設の生田浄水場のことか〕からひいていた」と生前に話し
ていたという（資料館聞取り，2013 年６月 19 日）。偽造紙幣の抄紙のための登戸研究所への給水や研究所内の給
水設備の考察については，拙稿「第５回企画展「紙と戦争　―登戸研究所と風船爆弾・偽札―」記録　展示第二
部　偽造法幣に利用された「紙」」１．謀略戦兵器としての偽造紙幣の効果（２）生田浄水場と登戸研究所の給水
設備（『明治大学平和教育登戸研究所資料館　館報』第一号　所収）を参照されたい。
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